
 

 

 

 

 

 

こんにちは、こちらは仙台市中央卸売市場内で食の安全を守る食品監視センターです。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって外出を控えることも多い中、

２月に行われた北京オリンピック観戦をご家庭で楽しまれた方も多いのではな

いでしょうか。今大会の日本勢のメダルの総獲得数は前回の平昌大会時の１３個

を大幅に上回り、これまで開催された冬季オリンピックの歴代最多記録を更新し

たそうです。制約の多い環境の中でも高いパフォーマンスを発揮し、感動を与え

てくれたアスリートの皆さんの活躍に、胸が熱くなりました。 

以前より家で過ごす時間も多くなったと思いますが、外出時に実施している感

染対策をできる限り家の中でも続け、家庭内感染を防ぎましょう。 

３月は、様々な節目のタイミングを迎える方も多くいらっしゃる季節だ

と思います。引き続き感染対策を含めた健康管理に留意して、４月からの

新年度を前向きな気持ちでスタートさせたいですね。 

 

 

 

 

 2 月は新型コロナウイルス感染対応業務優先 

 のため検査は中止としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

217 時間目： 春告魚 ニシン 

 

ニシンは冷たい海に生息する回遊魚で、日本では北海道や本州北部で漁獲さ

れます。塩焼きや煮付けのほか、頭や内臓を取り除いて乾燥させたみがきニシ

ンなどの加工品としても食べられています。まだ冷蔵技術や輸送手段が発達し

ていなかった江戸時代、長期保存が可能な水産物としてみがきニシンが日本各

地に流通しました。京都のにしんそばのように、現在でも様々な地域でみがき

ニシンを使った郷土料理が存在しているのはこのためです。また、ニシンの卵の加工品である数

の子は、縁起物として日本のお正月に欠かせない食材のひとつとなっています。 

さて、北海道の民謡というと「ソーラン節」を思い浮かべる方も多いと思いますが、この歌は

ニシン漁の最中に歌われた沖揚げ音頭が元となっています。このようにかつて北海道ではニシン

漁が、地域を代表する産業となっていました。毎年春になるとニシンが産卵のために沿岸部に群

れで押し寄せ、大量に漁獲されていたことから、ニシンは別名「春告魚（はるつげうお）」と呼ば

れています。最盛期の明治 30 年（1897 年）には年間 100 万トン近くの水揚げがあり、沿岸

にはニシン漁で財を成した漁師による「ニシン御殿」が立ち並ぶほどでした。しかし、昭和 30

年（1955 年）以降ニシンの漁獲量は激減し、1990 年代後半には年間 2000 トン程度まで低

下しました。一時は幻の魚とまでいわれたニシンですが、近年は資源管理や稚魚の放流により少

しずつ漁獲量が改善し、店頭に並ぶ機会も増えてきました。春の到来を告げるニシン、みなさん

も召し上がってみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月は表示不備及び取り扱い不良食品等はありませんでした。 

 

 

 

◇◇お問い合わせ◇◇ 

仙台市食品監視センター  電話 022-232-8134 FAX022-232-9005 

食品監視センターホームページもぜひご覧ください 

https://www.city.sendai.jp/shokuhin/kurashi/anzen/ese/kanshi/index.html 


